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概要 
 
本稿は、1970 年代から現代に至る日米のディスコ文化を対象に、その受容のされ方の

違いを「空間」と「身体」という観点から比較・考察したものである。特に、ディスコが

単なる娯楽としてではなく、人々が集まり、関係性を築く場としてどのような役割を果た

してきたのかに注目した。 
ニューヨークにおいてディスコは、人種的・性的マイノリティが差別や抑圧から一時的

に逃れ、自分らしく存在できる場所として機能していた。「The Loft」や「パラダイス・ガ

レージ」に代表されるクラブでは、明確な上下関係を排した空間構成と、即興性の高いダ

ンスを通じて、参加者同士が強く結びついていた。こうした場は、彼らにとって安心して

身体を解放できる「聖域」であったといえる。 
一方、同時代の東京におけるディスコ文化は、高度経済成長期以降の消費社会の中で受

容されていった。「MUGEN」から「マハラジャ」へと続く流れの中で、ディスコは西洋

文化を体験・消費する場として位置づけられ、VIP ルームやお立ち台に象徴されるような

空間の階層化が進んだ。また、ダンスも即興性より統一感が重視され、「パラパラ」に見

られるような集団での同調が特徴となった。 
しかし、本稿ではこうした日本のディスコ文化を一方的に否定するのではなく、管理さ

れた空間であっても、当時の若者にとっては日常から距離を取るための居場所として一定

の役割を果たしていた点を評価する。さらに、新宿二丁目や小規模クラブなど現代の事例

を通じて、ディスコ本来の「他者と身体を通じてつながる場」としての機能が再び現れて

いる可能性についても検討した。以上を踏まえ、分断が進む現代社会において、ダンスフ

ロアが持ちうる意義を改めて考察する。 

 


